
大規模震災発生時の対応について（台風等の災害発生時もこれに準ずる） 

（「生徒手帳」19～22ページ記載） 

１ 平素より確認しておくこと 

（１） 避難場所の確認：学校，自宅，登下校中 

・天井など上方から物が「落ちてこない」 

・家具などが「倒れてこない」 

・キャスター付きの家具などが「移動してこない」 

（２） 連絡方法の確認：保護者，学校 

（３） 正確な情報の収集：電池式ラジオの活用 

テレビや携帯電話は停電すればしばらく使えなくなる。 

 

２ 地震に遭遇したら 

（１） 学校にいる時に発生した場合 

① 自己の安全を確保（鞄等で頭部の保護，靴やスリッパで足部の保護） 

② 二次災害の防止（電気，ガス等を確認して火災を出さない） 

③ 揺れがおさまったら教職員の指示に従いグラウンド等安全な場所に避難する。 

→クラス毎に整列して速やかに安否確認をする。 

（２） 登下校中に発生した場合 

① 自己の安全を確保する。交通機関の利用時は乗務員等の指示に従う。 

② 学校，自宅，近隣の避難場所の中より，安全に行ける場所へ避難する。 

→学校以外へ避難した場合はできるだけ早く安否を家庭と学校へ連絡する。 

（３） 学校外の諸活動中（校外での部活動，修学旅行等）に発生した場合 

① 自己の安全を確保し，教職員の指示に従う。 

② 最寄りの安全な場所に避難し，家庭と学校に安否を連絡する。 

（４） 自宅等で発生した場合 

自己の安全を確保する。→できるだけ早く安否を学校に連絡する。 

 

３ 連絡方法 

（１） 学校→生徒（保護者） 

① 携帯メール（あんしんメール）で送信（未登録者には電話で確認） 

※あんしんメールの登録方法は次頁参照 

② 災害伝言ダイヤルに録音確認方法 

「171」-「2」-「052-481-9471」と操作すると本校よりの伝言を聞くこと

ができる。 

③ 本校 HPに掲載 

（２） 生徒（保護者）→学校 

 電話で連絡電話がつながらない場合は，災害伝言ダイヤルを利用する。 

「171」-「1」-「自宅の電話番号」と操作し，状況等を録音する。 



 

 

 



 


